
 

 

 

 

飯坂線開業１００周年記念企画 ２０２４年４月１３日（土）スタート 

昭和～平成を走り抜けたレトロデザイン列車の運行と 

福島駅・飯坂温泉駅の電車到着メロディおよび案内放送の開始について 

 

 

福島交通株式会社（代表取締役：武藤 泰典）は、２０２４年４月１３日（土）より飯坂線開業１００

周年を記念して昭和～平成の時代を走り抜けたレトロデザイン列車の運行と福島駅・飯坂温泉

駅の電車到着メロディおよび案内放送の運用を開始します。 

 

↑レトロデザイン列車「みんなつながる、Good Train」（１００周年特別ヘッドマーク装着時）のイメージ 

 

レトロデザイン列車は、現在運行中の１０００系車両のデザインを担当した小松大希さんにご協

力いただき実現しました。あわせて、１００周年を記念した特別ヘッドマークのデザインも担当

していただきました。 

また、福島駅・飯坂温泉駅の電車到着メロディには、飯坂温泉地に馴染み深い「飯坂小唄」を採 

用し、小松さんにはメロディ制作にもご協力いただくともに、到着案内は、フリーアナウンサー 

であり、女子鉄アナウンサーとしても「友近・礼二の妄想トレイン」、「鉄オタ選手権」、「鉄道伝

説」、「Let’s トレ活!」など多数の鉄道番組で活躍中の久野知美さんにご協力いただきました。  

 

尚、英語アナウンスは、NHK WORLD-JAPAN や「5 時に夢中!」、「ウルトラマンガイア」「ガ

ウラジ」(ミュージックバード)などでもお馴染みの Maria Theresa Gow(マリア・テレサ・ガ

ウ)さんにご協力いただきました。 

※レトロデザイン列車、ヘッドマークデザイン、協力者の詳細等は後頁をご参照ください。  

2024 年 4 月 8 日 

福島交通株式会社 



 

レトロデザイン列車の運行および到着メロディおよび案内放送の運用開始スケジュール： 

４月１３日（土） 

１３時１３分 車両入替のうえ桜水駅出発 

１３時２３分 飯坂温泉駅到着：飯坂温泉駅での到着メロディおよび案内放送運用開始 

１３時２５分 飯坂温泉駅発 

１３時４８分 福島駅着：福島駅での到着メロディおよび案内放送運用開始 

１３時５０分 福島駅発 

 

 

当日の取材対応について： 

４月１３日（土）１３時３０分より福島駅ホーム上にて取材対応をさせていただきます。 

１３時２０分より改札口にお集まりいただき、順次改札内へご案内いたします。 

取材対応は、弊社担当者および特別ゲストとしましてデザイン等にご協力いただいた小松大希

さん、そして案内放送にご協力いただいた久野知美さんにもご出席いただきます。 

１３時４８分に到着する電車を待つまでの短い時間となりますが、何卒宜しくお願い致します。 

 

 

飯坂線の歴史： 

１９２４年（大正１３年）４月１３日 福島（現在の曽根田駅）から飯坂（現在の花水坂駅）開業 

１９２７年（昭和２年）３月２３日 終点を現在の飯坂温泉駅まで延長 

１９４２年（昭和１７年）１２月３日 現在の国鉄福島駅に乗り入れ開始 

１９９１年（平成３年）６月２５日 架線を７５０V から１５００V へ昇圧 ７０００系車両導入 

２０１７年（平成２９年）４月１日 １０００系車両導入 

２０２４年（令和５年）４月１３日 開業１００周年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本プレスリリースに関するお問合せ先】 

福島交通株式会社  鉄道部 担当：三浦、菅野 

電話：０２４－５５８－４６１１  ※平日８：３０～１８：１０でお願い致します。  



 

【100 周年記念ヘッドマーク デザインコンセプト】 

「～RETRO＆FUTURE～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1000 系車両のメインカラー（ダークブラウン、シャンパンゴールド、ピーチフラワー）を踏襲。 

昭和にブームとなった、テレビゲームのオープニングのようなレトロ感ある書体に記した 

「Good Train」に、「１００」と「∞（無限大）」をドッキングさせ、アニバーサリーイヤーと、 

いい電そして沿線地域のこれからのたゆみない歴史、無限の可能性を表現。 

 

背景のシャンパンゴールドのスクエアは、大正～昭和～平成～令和と激動の時代を、絶えず 

地域の「希望」として走り続けて来たいい電、支えてくださった方々の笑顔の「輝き」、 

また摺上川や沿線に多く湧水地が存在したことから、その水面の「きらめき」を表現しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【レトロデザイン列車「みんなつがなる、Good Train」】

※本プレス掲載の各イメージ図は、計画図の為、実際ラッピング時と異なる場合があります。 

「みなさま、お久しぶりです！」と言わんばかりに、平成 3 年まで親しまれたカラーが、１００周

年記念として、期間限定復活！ 

当時は何気なく走っていたこのカラーに、若い世代は「この色なに？！」と新発見の半面、当時

を知る世代は「私が若いころはこの色で…」と、まるでタイムマシンに乗ったかのように、遠い

記憶、あるいは「懐かしい自分」に出会えるかも。 

また、おじいちゃんおばあちゃんと、お孫さんとの楽しい語らいの旅にもいかがでしょうか？ 

いい電を利用する方々、沿線の方々、ファンの方々、観光で訪れた方々、いい電スタッフ… 

世代を超えて、みんなが語らい、つながりあう列車が誕生しました。 

いい電の歴史を振り返り、そしていい電の未来を共に考え作り上げる「フラッグシップトレイン」

が走り出します！ 

＜レトロデザインについて＞ 

このデザインは、昭和２０年代から平成３年（１９９

１年）に飯坂線が昇圧化（７５０V→１５００V）を実

施するまでの間、昭和から平成の時代にかけて

走り続けたデザインです。 

 

←１９９１年、廃車直前の車両（桜水車両基地） 



 

協力者の紹介： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1985 年宮城県多賀城市生まれ。 

宮城県白石工業高等学校建築科卒業。 

物心ついたときから鉄道好きであったが、中学２年生の時に 

JR 雫石駅舎に感銘を受け、建築やデザインにも興味を持つ。 

高校卒業後、建設会社や建築設計事務所にて、施工管理や 

設計を中心に従事。 

宮城県内を中心に、災害公営住宅の建設プロジェクト、駅舎

設計協力等をメンバーとして手がけた。 

鉄道に関する活動は、2008 年から「描き鉄」をスタート。 

2019 年開業の、三陸鉄道リアス線(釜石～宮古間)では、8 駅の名標シンボルアート製作を担当するほか、 

各地の駅スタンプ、鉄印、ヘッドマーク等、デザイン領域での復興・振興支援は多岐に渡る。 

2017 年デビューの、飯坂線 1000 系車両で、初の実車外装デザインを手がける。 

また、本年 3 月運用開始となった JR 東北新幹線・白石蔵王駅 「白石市民歌」、「白石音頭」発車メロディ音源を

製作し、活動領域は「音」にも拡大。 

今回の飯坂線でのメロディ導入により、同一路線で、車両デザインと駅メロディを同一クリエイターが手掛ける

全国でも前例の少ない、新たなモデルケースとなる。 

建築で培った技術力と、「地域の方々との対話」を大切にしながら、鉄道と沿線地域の振興支援に「マルチクリエ

イター的存在」として貢献するべく、本職の建築の傍ら、日々新たな挑戦を続けている。 

福島県内での作品展は、JR 福島駅構内「エキナカ描き鉄展」等を開催のほか、飯坂線での「もじ鉄夏祭り」でも

ゲストクリエイターとして一部駅の名標デザインを担当。 

 

また、東日本大震災発災後は、「描くこと」での震災復興支援、震災伝承を目的とし、「描き鉄集団ロコ」を結成。 

メンバーとして、東北各地で鉄道事業者、自治体等との協働で作品展や、ぬりえ会を開催。 

（仙台市天文台、東北運輸局主催「鉄道フェスティバル in 東北」等） 

宮城県在住。 

 

 

小松 大希（こまつ だいき） 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道好きフリーアナウンサー・『女子鉄アナウンサー』として、テレ

ビ朝⽇「タモリ倶楽部」、NHK「鉄オタ選手権」、BS⽇テレ「友近・

礼⼆の妄想トレイン」、 BS フジ「Let’s トレ活！」などテレビ、ラ

ジオの鉄道関連番組への出演多数。 

 多くの鉄道系イベントでは司会を務め、個性の強い鉄道タレント

と共演、その進行ぶりは鉄道ファンからも評価が高い。鉄道ネイル

や鉄道ファッションなど新しい鉄道趣味ジャンルの開拓も積極的

に発信している。  

近年では、「東洋経済オンライン」「るるぶ＆more.」はじめ コラム

執筆を手がけ、フォトライターとしても活動中。 

久野 知美（くの ともみ） 

さらに、⻄武鉄道「旅するレストラン 52 席の⾄福」や新型特急「Laview」、東武鉄道「TJ ライナー」 

「70000 系」などの⾞内⾃動アナウンスの⾳声も担当。 福島県内では、特急「Revaty」の車内自動 

放送も担当している。 なお、駅放送のアナウンサーとしての起用は、飯坂線が全国初となる。  

2019 年からは、国土交通省認定『日本鉄道賞』選考委員、鉄道貨物協会『鉄道貨物輸送親善⼤使』など 

鉄道関連の PR を幅広く務める。  

 

「レイルウェイデザイナーズイブニング」にて、飯坂線 1000 系のデザイナーである小松氏との巡り会いがき

っかけとなり、もじ鉄夏祭りの司会、著書「女子鉄アナウンサー久野知美のかわいい鉄道」での特集等で飯坂

線の振興にも注力。  

公私ともに海外渡航経験が豊富な海外鉄としても知られ、実用英語技能検定 2級 および世界遺産検定２級

を有する。  

 

【これまでの出演番組等】  

テレビ朝日系「お願い!ランキング GOLD」／ 日本テレビ「笑神様は突然に…」 ／ TBS(MBS)系「知っと

こ！」 「東大王」「新・情報７DAYS ニュースキャスター」「明石家さんちゃんねる」 ／ フジテレビ系「ネプリ

ーグ」／BS-TBS・テレビユー福島「眞鍋かをりの会津女子旅」 ／NHK ラジオ第１「今日は 1 日“鉄うた”三

昧」 ／TBS ラジオ「乗りものニュース 1155」「赤江玉緒 たまむすび」ほか多数。 

 【現在の主なレギュラー・準レギュラー出演番組】 

 NHK「鉄オタ選手権」／テレビ東京「ハーフタイムツアーズ」「なないろ日和!」「よじごじ Days」 ／ BS 日

テレ「友近・礼二の 妄想トレイン」 ／ BS フジ「鉄道伝説」特番、「Let's トレ活!」MC など 


